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第6次総合計
画基本構想

を可決！

 代表、一般質
問で17人が市

政を問う！

  委員会行政
視察報告！
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表紙写真／春の彩（西古瀬川（八幡町））

加藤甲子雄（東曙町）
平成27年3月15日撮影

表紙写真を一般募集しています。詳しくは議会事務局まで。
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まちの未来像「光・緑・人  輝くとよかわ」

本会議の状況

議 案 審 議

　第６次総合計画は、平成28年度から10年間の新たなまちづくりの指針となるも
ので、少子高齢化と人口減少への的確な対応を強く意識し、多くの人に「住みたい」、
「訪れたい」と思っていただけるようなまちづくりのため、「定住促進」や「交流促進」
に寄与する施策を明確にした計画となっています。
　次の４項目をまちづくりの基本方針として設定し、あらゆる行政分野のまちづくり
を総合的に進めます。

１「定住・交流施策を進めます」　　２「シティセールスを進めます」
３「市民協働を進めます」　　　　 ４「行政経営改革を進めます」

第６次総合計画基本構想の策定 原案可決

主
な
討
論
第
６
次
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定

反
対
!!

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
進
め
ば
、
駅
周
辺
や
中

心
部
以
外
の
地
域
で
は
人
口
が
大
幅
に
減
り
、
商

業
施
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
成
り
立
た
な

く
な
り
、
地
域
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

可
能
性
が
高
く
な
る
。
財
政
健
全
化
と
し
て
起
債

を
抑
制
し
て
い
る
が
、
子
育
て
支
援
や
地
域
経
済

を
活
性
化
す
る
施
策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、公
共
施
設
適
正
配
置
で
の
小
坂
井
地
区
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
事
業
は
地
域
住
民
の
総
意
で
決
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
大
多
数
の
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
い
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成
!!

　

ま
ち
づ
く
り
中
学
生
会
議
、
ま
ち
づ
く
り
市
民

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
市
民
参
画
に
よ
る

総
合
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
前
か
ら
整
っ
て

い
る
各
地
域
の
生
活
基
盤
を
生
か
し
、
駅
周
辺
の

拠
点
と
そ
の
周
辺
地
域
を
公
共
交
通
な
ど
で
結
ぶ

こ
と
で
利
便
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
推
進
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共

施
設
適
正
配
置
の
推
進
で
は
、
地
元
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
意
見
を
聞

く
姿
勢
を
継
続
し
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

賛
成

①

①リーディング事業
　他の事業に先駆けて行う事業。
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本会議の状況

　12月定例会は、11月27日から12月17日までの21日間を会期として
開かれました。27年度一般会計補正予算を始めとした18議案のほか、
同意１件、報告１件、諮問１件が提出されました。

平成 27年
12 月定例会

○選挙人名簿システム等改修業務委託料（151万2,000円追加）
　選挙権年齢が18歳以上になることによるシステム改修を行うもの

○更生医療費（3,466万8,000円追加）
　人工透析患者増加に伴うもの

○福祉医療費（4,929万4,000円追加）
　後期高齢者及び子ども医療費の増加に伴うもの

○生活保護扶助費（２億2,089万9,000円追加）
　生活保護対象者の増加に伴うもの

○住宅管理費（4,670万円追加）
　市営住宅退去時の修繕及び赤代住宅復旧工事を行うもの

○学校環境対策事業費（2,800万円追加）
　普通教室へのエアコン設置の基本設計を行うもの

一般会計補正予算

○部設置条例及び支所設置条例の一部改正
　

○市税条例等の一部改正
　

○児童館条例の一部改正

条例の一部改正

　健康福祉部を福祉部と子ども健康部に分割し、また、一宮総合支所の地域振興課と生
活窓口課を廃止し、名称を一宮支所にするもの

　市税制度の適正化を図るため、徴収猶予及び換価の猶予を受けるための分割納付等
の方法や申請手続等、また、担保を徴する必要が無い場合等について必要な事項を定め
るもの

　建て替え工事が長期間になることから一旦廃止していたあかさか児童館の工事が本年
度内に完了し、28年度から供用開始するため、項目にあかさか児童館を追加するもの

※会派別賛否の状況については、5ページの議決状況の一覧でご確認ください。

原案可決

原案可決
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本会議の状況

原案可決

○個人番号の利用及び特定個人
　情報の提供に関する条例の制定
　行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律の規定に基づき、市の責務、庁内
で連携する事務の範囲、及び、他の機関への特定個人情
報の提供、規則への委任に関する規定を定めるもの

公の施設に係る指定管理者の指定

28年1月1日から個人番号の利用開始

28年1月1日から個人番号の利用開始

豊川市東部地域福祉
センター

豊川市西部地域福祉
センター

豊川市社会福祉会館

豊川市御油の
松並木資料館

豊川市諏訪
第１公共駐車場

豊川市諏訪
第２公共駐車場

豊川市催事場

豊川市野外センター

豊川市コミュニティ
センター　国府市民館
始め　市民館等30施設

国府小学校区コミュニ
ティ推進委員会　始め
30団体

社会福祉法人
豊川市社会福祉協議会

社会福祉法人
豊川市社会福祉協議会

社会福祉法人
豊川市社会福祉協議会

御油の松並木資料館
運営委員会

赤代児童遊園運営委員会
始め　95団体

一般社団法人
設楽町公共施設管理協会

豊川市開発ビル株式会社

豊川市開発ビル株式会社

国府小学校区コミュニ
ティ推進委員会　始め
30団体

社会福祉法人
豊川市社会福祉協議会

平成31年
　　 ３月31日

平成33年
　　 ３月31日

平成33年
　　 ３月31日

平成33年
　　 ３月31日

平成33年
　　 ３月31日

平成33年
　　 ３月31日

平成33年
　　 ３月31日

平成33年
　　 ３月31日

任意

任意

任意

任意

任意

任意

任意

任意

御油の松並木資料館
運営委員会

赤代児童遊園運営委員会
始め　95団体

一般社団法人
設楽町公共施設管理協会

豊川市開発ビル株式会社

豊川市開発ビル株式会社

赤代児童遊園
始め　児童遊園及び
ちびっ子広場95施設

施　設　名所　管 現指定管理者 次期指定管理者 指定期間
（満了日）

指定
種別

健康福祉部

市民部

産業部

建設部

教育委員会

原案可決



5　議会だより No.176　

■12月定例会 ○賛成・×反対

議決状況の一覧

75　27年度一般会計補正予算（第3号）
76　27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
77　27年度病院事業会計補正予算（第1号）
78　部設置条例及び豊川市支所設置条例の一部改正
79　市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正
80　市税条例等の一部改正
81　児童館条例の一部改正
82　特定環境保全公共下水道事業分担金に関する条例の一部改正
83　消防団員等公務災害補償条例の一部改正
84　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定
85　健康福祉部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定
86　市民部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定
87　産業部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定
88　建設部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定
89　野外センターに係る指定管理者の指定
90　市道路線の廃止
91　市道路線の認定
92　第6次総合計画基本構想の策定
同意11　公平委員会の委員の選任につき同意を求めること
報告15　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告
諮問3　  人権擁護委員候補者の推薦

議 　 案 　 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
同意
報告
異議ない

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
‒
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
‒
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
‒
○

未 来 公 明 共 産 無会派

未来―とよかわ未来（23）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）　
無会派―1人会派（2）　※（　）内は所属人数

報告15については、報告のみで採決はありません。

○
○
×
×
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
×
○
‒
○

　26年度の地方公営企業会計制度の改正に伴い、予算計上を義務づけられた退職給付
引当金の原資の一部を20年の長期間の債券運用による資金管理を行うもの

○投資のための予算を新たに計上（10億円）
　

病院事業会計補正予算 原案可決

本会議の状況

主
な
討
論
27
年
度
病
院
事
業
会
計

補

正

予

算

反
対
!!

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
退
職
給
付
引
当
金
で

地
方
債
な
ど
を
購
入
し
、
公
金
の
運
用
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
国
の
財
政
赤
字
は
国
債
の
増
発

に
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
国
債
は
税
金
の
先
取
り

消
費
で
あ
り
、
元
利
金
の
支
払
い
が
増
え
る
と

国
民
生
活
関
連
予
算
が
削
ら
れ
る
と
い
う
悪
循

環
を
招
き
か
ね
な
い
。
国
債
の
購
入
は
国
債
発

行
の
後
押
し
に
な
り
、
地
方
債
購
入
も
他
自
治

体
の
借
金
体
質
の
後
押
し
に
な
る
。
ま
た
、
期

間
が
20
年
と
長
期
で
あ
り
、
リ
ス
ク
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
!!

　

病
院
事
業
は
、
会
計
制
度
の
変
更
に
よ
り
退

職
給
付
引
当
金
の
計
上
が
義
務
化
さ
れ
、
昨
年

度
末
時
点
で
約
26
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
原
資
と
し
て
投
資
有
価
証
券
に
よ
る
運

用
を
す
る
も
の
で
、
病
院
建
設
に
伴
う
経
常
収

支
の
マ
イ
ナ
ス
が
見
込
ま
れ
る
中
、
収
支
黒
字

化
に
向
け
て
の
経
営
努
力
の
一
環
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
購
入
す
る
債
券
は
元
本

保
証
の
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
投
資
リ
ス
ク

を
十
分
考
慮
さ
れ
、
地
方
公
営
企
業
法
の
基
本

原
則
に
基
づ
い
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

賛
成
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市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

「市長所信表明」
「市長所信表明」
「恒久平和に向けての取り組み」「子どもたちの笑顔があふれ安全安
心で人にやさしいまちづくり」「公共施設再配置」
「子ども・子育て支援新制度事業計画」
「本市の風水害対策」
「がんの予防とがん検診」
「旧東海道の歴史的文化遺産を活用したまちづくり」
「介護保険サービスにおける整備計画等」「音羽川水系の河川整備」
「赤塚山公園における定住・交流施策の推進」
「本市の交通安全対策」「国が掲げる地方の活力推進を図る政策」
「本市職員の再任用制度」
「児童生徒が充実した学校生活を送るための対応」
「子どもの予防接種」
「第60回愛知県消防操法大会」「消防団員の確保策」
「学校、保育園へのエアコン設置計画」「馬越長火塚古墳と隣接する
本市の古墳群も含め、史跡文化のまちづくりを進める考え」「介護保険
制度の改定による影響」「安保法制の影響と本市の責務、自衛官募集
の協力」
「拉致問題に対する取り組み」「「子育てするなら豊川市」に対する取
り組み」
「本市の公共工事」

野本　逸郎
中川　雅之
佐藤　郁恵

　原　洋二
平松　八郎
早川　喬俊
堀内　重佳
星川　博文
柴田　輝明
石原　政明
堀部　賢一
神谷謙太郎
浦野　隼次
冨田　　潤
安間　寛子

八木　月子

倉橋　英樹

代
表
・一
般
質
問

代
表
・一
般
質
問

【
問
】
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に

込
め
た
市
長
の
目
指
す
方

向
性
は
。

【
答
】
「
子
育
て
す
る
な

ら
豊
川
市
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
子
育
て
支
援
の
充

実
や
、
定
住
人
口
の
増
加

を
念
頭
に
置
い
た
雇
用
の

創
出
に
向
け
た
産
業
の
振

興
と
交
流
を
生
み
出
す
観

光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸

術
の
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り

を
重
点
項
目
と
し
て
い
る
。

【
問
】
公
共
施
設
の
適
正

配
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
公
共
施
設
の
長
寿

命
化
と
施
設
機
能
の
複
合

化
や
集
約
化
を
行
い
、
統

廃
合
に
よ
り
今
後
50
年
間

で
30
％
の
縮
減
が
目
標
。

新
年
度
よ
り
財
産
管
理
課

を
新
設
し
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
、

事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
。

【
問
】
２
期
８
年
を
踏
ま

え
た
今
後
の
財
政
運
営
は
。

【
答
】
自
立
し
た
財
政
運

営
を
目
指
す
こ
と
が
必
要

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
定

住
・
交
流
施
策
を
進
め
、

企
業
誘
致
や
育
成
、
観
光

振
興
な
ど
を
図
り
、
市
税

収
入
の
確
保
に
努
め
る
。

【
問
】
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
た
子
育
て
支
援
策
は
。

【
答
】
母
子
支
援
と
し
て
、

妊
娠
期
や
出
産
後
の
家
事

支
援
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
費

用
の
一
部
助
成
、
乳
幼
児

期
支
援
と
し
て
、
保
育
所

の
入
所
制
度
の
改
善
や
加

配
保
育
の
指
定
園
の
増
加
、

幼
稚
園
に
関
し
て
は
保
育

料
の
一
部
助
成
額
の
上
乗

せ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

発
達
支
援
体
制
の
充
実
に

向
け
、
28
年
度
は
具
体
的

な
検
討
体
制
を
整
え
る
。

【
問
】
防
災
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
向
け
た
市
長
の
思

い
は
。

【
答
】
安
全
安
心
で
活
気

の
あ
る
ま
ち
と
な
る
た
め

に
は
大
規
模
災
害
に
強
い

ま
ち
と
な
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
、
そ
の
拠

点
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

【
問
】
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
た
文
化
芸
術
は
。

【
答
】
担
い
手
へ
の
支
援

だ
け
で
な
く
、
親
子
で
楽

し
め
る
も
の
や
若
者
向
け

の
文
化
芸
術
作
品
の
提
供

を
含
め
、
質
の
高
い
文
化

芸
術
の
提
供
に
取
り
組
む
。

Representative question 代表質問

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
込
め
た

市
長
の
目
指
す
方
向
性
は
？

と
よ
か
わ
未
来
代
表
　
野
本

郎

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
施
策
は
？

公
明
党
市
議
団
代
表
　
中
川
雅
之

②

②加配保育
　心身に中程度の障害がある、個別配慮が特に必要と認め
られるなどの子どもを対象に保育士を増やすこと。
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【
問
】
次
回
の
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

際
の
改
善
点
は
。

【
答
】
地
域
別
分
割
作
成
、

河
川
ご
と
の
デ
ー
タ
統
合

に
よ
る
同
一
の
地
図
内
へ

の
掲
載
、
地
図
の
縮
尺
の

統
一
な
ど
を
検
討
す
る
。

【
問
】
避
難
勧
告
の
判
断

基
準
見
直
し
の
考
え
は
。

【
答
】
内
閣
府
が
作
成
し

た
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
り
、
国
交
省
な
ど
と

協
議
し
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
行
う
。

【
問
】
避
難
勧
告
の
発
令

時
の
情
報
伝
達
方
法
は
。

【
答
】
対
象
地
域
は
同
報

系
防
災
行
政
無
線
、
消
防

署
や
消
防
団
に
よ
る
巡
回
。

市
域
全
体
は
安
心
メ
ー
ル
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
。
県
全
域
は

今
年
か
ら
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
の

運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
を
市

民
へ
周
知
す
る
方
法
は
。

【
答
】
老
人
会
で
の
講
話
、

自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練

な
ど
で
、
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
の

仕
組
み
や
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
く
。

【
問
】
予
防
接
種
の
個
別

通
知
を
す
る
考
え
は
。

【
答
】
赤
ち
ゃ
ん
ノ
ー
ト

を
直
接
渡
し
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
説
明
を
す
る
と
と

も
に
、
27
年
度
か
ら
新
た

な
案
内
通
知
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
個
別
通
知
は
で

き
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

【
問
】
夏
休
み
期
間
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
７
時

30
分
か
ら
実
施
の
考
え
は
。

【
答
】
待
機
児
童
の
解
消

が
優
先
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

【
問
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
と
商
店
街
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
制
度
の
実
施
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
総
合

戦
略
に
掲
載
す
る
予
定
は

な
い
が
、
国
や
県
の
補
助

制
度
を
注
視
し
、
状
況
を

見
極
め
、
対
応
を
考
え
る
。

【
問
】
小
坂
井
地
区
の
公

共
施
設
再
編
に
つ
い
て
、

住
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

【
答
】
小
坂
井
エ
リ
ア
公

共
施
設
再
編
意
見
交
換
会

で
の
意
見
を
参
考
に
基
本

計
画
を
策
定
予
定
。
意
見

聴
取
の
方
法
は
意
見
交
換

会
で
協
議
し
て
い
く
。

【
問
】
本
市
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

お
け
る
病
児
・
病
後
児
保

育
の
位
置
づ
け
は
。

【
答
】
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
充
実
の
た
め
に
拡
大

す
べ
き
事
業
と
考
え
る
。

【
問
】
病
児
・
病
後
児
保

育
の
需
要
と
計
画
目
標
は
。

【
答
】
利
用
者
数
を
１
千

400
名
と
見
込
み
、
現
在
の

体
制
で
は
不
足
し
て
い
る

た
め
、
29
年
度
ま
で
に
１

カ
所
の
新
設
を
目
指
す
。

【
問
】
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
障
害
児
の
受

け
入
れ
の
考
え
は
。

【
答
】
で
き
る
限
り
受
け

入
れ
に
努
め
る
考
え
だ
が
、

現
状
で
は
安
全
安
心
に
受

入
れ
が
で
き
る
十
分
な
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
。

【
問
】
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
課
題
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】
事
業
を
開
始
し
て

か
ら
日
が
浅
く
、
事
業
所

に
よ
り
支
援
の
内
容
や
質

に
差
が
あ
る
た
め
、
厚
生

労
働
省
が
作
成
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
質
の

向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
。

次
回
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
際
の
改
善
点
は
？

平
　
松
　
八
　
郎

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で
の

病
児
・
病
後
児
保
育
の
位
置
づ
け
は
？

　
原
　
洋
　
二

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

安
全
安
心
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
？

日
本
共
産
党
豊
川
市
議
団
代
表
　
佐
藤
郁
恵

Representative／General question代表・一般質問

③

③Ｌアラート（災害情報共有システム）
　災害など住民の安全・安心に関わる情報を迅速かつ効率的に伝達
することを目的とした、新たな情報流通のための基盤のこと。
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General question 一般質問

【
問
】
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

医
療
と
の
連
携
を
推
進
す

る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
事
業
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
今
年
度
は
、
関
係

多
職
種
間
の
相
互
理
解
を

深
め
る
研
修
会
の
開
催
回

数
を
増
や
し
、
ま
た
、
重

点
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
電
子
連
絡
帳
シ
ス
テ
ム

の
普
及
と
利
活
用
を
目
的

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し

て
い
る
。
訪
問
診
療
を
実

施
す
る
医
療
機
関
数
及
び

訪
問
診
療
件
数
が
増
え
て

お
り
、
在
宅
医
療
の
実
施

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
音
羽
川
水
系
河
川

整
備
計
画
の
目
標
は
。

【
答
】
洪
水
に
よ
る
災
害

の
発
生
防
止
、
適
正
利
用

と
流
水
の
正
常
な
機
能
保

持
、
河
川
環
境
の
整
備
と

自
然
環
境
の
保
全
で
あ
る
。

【
問
】
新
市
民
病
院
建
設

時
の
地
元
要
望
の
川
田
橋

と
西
古
瀬
橋
の
整
備
は
。

【
答
】
県
の
河
川
改
修
に

合
わ
せ
て
計
画
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
河
川
改
修

の
進
捗
を
見
る
中
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

【
問
】
が
ん
検
診
受
診
率

50
％
以
上
へ
向
け
た
取
り

組
み
は
。

【
答
】
集
団
検
診
の
受
診

会
場
を
各
地
区
に
設
け
、

土
日
に
も
受
診
可
能
。
そ

の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
周
知
、
啓
発
を
し
て
い

る
。
さ
ら
に
受
け
や
す
い

体
制
づ
く
り
と
し
て
、
託

児
付
き
や
受
診
料
500
円
の

検
診
を
検
討
す
る
。

【
問
】
学
校
に
お
け
る
が

ん
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
小
、
中
学
校
の
保

健
体
育
で
が
ん
に
つ
い
て

学
習
す
る
。
が
ん
研
究
振

興
財
団
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
や
さ
し
い
が
ん
の
知
識
」

も
配
布
さ
れ
て
い
る
。
学

校
保
健
委
員
会
で
取
り
扱

う
こ
と
も
検
討
す
る
。

【
問
】
が
ん
対
策
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
が
ん
対
策

推
進
条
例
制
定
の
考
え
は
。

【
答
】
と
よ
か
わ
健
康
づ

く
り
計
画
に
基
づ
き
、
が

ん
予
防
に
努
め
る
方
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。
条
例

制
定
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
が
、
他
市
の
事
例
を
研

究
し
て
い
く
。

【
問
】
御
油
、
赤
坂
地
区

に
お
け
る
町
並
み
保
全
は
。

【
答
】
歴
史
的
建
造
物
が

点
在
す
る
こ
と
か
ら
、
広

域
に
規
制
を
か
け
た
歴
史

的
町
並
み
保
全
は
難
し
い
。

点
と
点
を
つ
な
ぐ
よ
う
な

活
用
が
検
討
課
題
。

【
問
】
二
川
宿
、
吉
田
宿

等
と
の
連
携
の
可
能
性
は
。

【
答
】
旅
籠
「
大
橋
屋
」

の
改
修
が
完
了
し
、
常
時

公
開
と
な
れ
ば
、
文
化
財

関
連
施
設
に
つ
い
て
連
携

し
た
取
り
組
み
は
有
意
義

で
あ
り
、
調
査
研
究
す
る
。

【
問
】
市
へ
寄
附
さ
れ
た

大
橋
屋
の
活
用
方
法
は
。

【
答
】
９
月
29
日
付
け
で

市
へ
所
有
権
移
転
が
完
了
。

観
光
面
や
地
域
で
の
活
用

を
念
頭
に
地
元
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
28
年
度
に

実
施
設
計
、
29
年
度
か
ら

30
年
度
に
か
け
て
改
修
工

事
を
実
施
す
る
予
定
。

【
問
】
大
橋
屋
の
建
物
だ

け
で
な
く
、
彫
り
物
や
額
、

あ
ん
ど
ん
等
の
活
用
は
。

【
答
】
彫
り
物
は
復
元
改

修
の
予
定
。
額
や
あ
ん
ど

ん
等
は
建
物
の
活
用
と
あ

わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

が
ん
予
防
へ
の
取
り
組
み
は
？

早
　
川
　
喬
　
俊

旧
東
海
道
の

歴
史
的
文
化
遺
産
の
活
用
は
？

堀
　
内
　
重
　
佳

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
の

取
り
組
み
は
？

星
　
川
　
博
　
文

④電子連絡帳システム
　地域で療養する方を支えるため、医療、介護の関係者が情報共有するためのシステム。そ
の人についてのページができるようなもので、関係者はいつでも状況を知ることができる。

④
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General question一般質問

【
問
】
本
市
に
お
け
る
再

任
用
制
度
の
考
え
方
と
現

在
の
状
況
は
。

【
答
】
高
齢
層
職
員
の
知

識
と
経
験
の
活
用
、
60
歳

代
前
半
の
生
活
に
お
け
る

雇
用
と
年
金
の
接
続
を
図

る
こ
と
が
目
的
。
お
よ
そ

８
割
が
再
就
職
し
て
い
る
。

【
問
】
定
年
退
職
後
の
フ

ル
タ
イ
ム
で
の
再
任
用
に

つ
い
て
、
他
市
の
状
況
は
。

【
答
】
県
下
37
市
中
19
市

が
実
施
。
東
三
河
で
は
蒲

郡
市
が
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
再
任
用
制
度
見
直

し
の
考
え
は
。

【
答
】
長
期
在
職
者
特
例

の
要
件
を
満
た
す
よ
う
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
の
再
任
用

を
行
い
、
雇
用
と
年
金
の

接
続
を
推
進
し
た
い
。

【
問
】
フ
ル
タ
イ
ム
で
の

再
任
用
に
よ
る
影
響
は
。

【
答
】
職
員
定
数
に
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
新
規
採

用
の
抑
制
が
必
要
だ
が
、

将
来
を
担
う
人
材
確
保
の

た
め
計
画
的
な
新
規
採
用

も
重
要
。
再
任
用
と
新
規

採
用
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意

し
な
が
ら
職
員
定
数
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
赤
塚
山
公
園
来
園

者
の
状
況
は
。

【
答
】
平
成
５
年
の
開
園

以
降
、
こ
れ
ま
で
年
間
約

40
万
人
で
推
移
し
て
い
る
。

ア
ニ
ア
ニ
ま
あ
る
が
で
き

た
平
成
７
年
は
74
万
人
を

超
え
た
。
市
外
か
ら
の
来

場
者
が
約
半
数
あ
る
。

【
問
】
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
す
新
し
い
方
策
は
。

【
答
】
珍
し
い
生
き
物
の

Ｐ
Ｒ
、
よ
り
動
物
と
触
れ

合
え
る
飼
育
体
験
な
ど
新

た
な
こ
と
を
始
め
て
い
る
。

【
問
】
赤
塚
Ｐ
Ａ
を
取
り

込
ん
だ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
整
備
の
考
え
は
。

【
答
】
赤
塚
Ｐ
Ａ
か
ら
赤

塚
山
公
園
ま
で
通
路
を
整

備
す
る
か
、
赤
塚
Ｐ
Ａ
を

移
し
て
公
園
に
隣
接
さ
せ

る
な
ど
多
額
の
費
用
が
必

要
で
、
課
題
は
大
き
い
。

【
問
】
今
後
の
赤
塚
山
公

園
再
整
備
の
考
え
は
。

【
答
】
近
隣
の
平
和
公
園

の
開
園
、
東
三
河
環
状
線

整
備
の
充
実
、
人
口
減
少

な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
か

ら
、
有
料
化
も
含
め
た
再

検
討
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

【
問
】
国
が
掲
げ
る
「
地

方
創
生
」
「
一
億
総
活
躍

社
会
」
と
は
何
か
。

【
答
】
ど
ち
ら
も
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

50
年
後
の
人
口
１
億
人
維

持
が
目
的
。
地
方
創
生
は
、

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
対

策
を
全
国
の
自
治
体
が
行

う
こ
と
、
一
億
総
活
躍
社

会
は
、
経
済
政
策
を
第
一

に
掲
げ
た
取
り
組
み
を
国

が
行
う
こ
と
で
あ
る
。

【
問
】
本
市
の
交
流
人
口

を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

【
答
】
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
、

首
都
圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
、
無
料
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
活
用
に
加
え
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語

化
な
ど
外
国
人
観
光
客
に

対
す
る
取
り
組
み
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
鉄
道
駅
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

【
答
】
本
市
を
走
る
鉄
道

路
線
は
各
地
域
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢

社
会
の
進
展
に
よ
り
公
共

交
通
に
対
す
る
期
待
が
う

か
が
え
る
た
め
、
鉄
道
路

線
、
バ
ス
路
線
な
ど
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
。

赤
塚
山
公
園
を
軸
と
し
た

交
流
施
策
は
？

柴
　
田
　
輝
　
明

再
任
用
制
度
の
考
え
方
と

現
在
の
状
況
は
？

堀
　
部
　
賢
　
一

国
が
掲
げ
る
「
地
方
創
生
」

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
と
は
？

石
　
原
　
政
　
明

⑤ＰＡ
　パーキングエリア。

⑥長期在職者特例
　共済組合の加入期間が44年以上ある場合、通常支給される老齢厚生年金に、
本来は65歳から支給される老齢基礎年金に相当する部分が加算される制度。

⑤

⑥



議会だより No.176　10

General question 一般質問

【
問
】
火
災
現
場
に
お
け

る
消
防
団
の
役
割
は
。

【
答
】
消
防
団
は
、
消
防

署
と
連
携
し
消
火
活
動
、

人
命
救
助
等
の
任
務
に
当

た
る
。
火
災
防
御
活
動
は
、

常
備
消
防
と
非
常
備
消
防

相
互
協
力
体
制
で
成
立
す

る
た
め
、
消
防
団
の
役
割

は
非
常
に
大
き
な
も
の
で

あ
る
。

【
問
】
消
防
団
員
数
の
推

移
は
。

【
答
】
支
援
団
員
を
含
め
、

27
年
４
月
１
日
現
在

704
人

で
あ
り
、
前
年
と
比
べ
10

人
減
少
。
26
年
の
２
人
減

少
よ
り
減
少
幅
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

【
問
】
団
員
の
家
族
の
理

解
を
得
ら
れ
や
す
い
よ
う

に
、
市
民
税
、
保
育
料
、

給
食
費
な
ど
で
団
員
を
支

援
す
る
考
え
は
。

【
答
】
保
育
料
の
減
免
、

給
食
費
の
援
助
及
び
市
民

税
の
減
税
措
置
は
、
制
度

上
、
困
難
で
あ
る
。
消
防

団
応
援
事
業
所
制
度
を
活

用
し
、
登
録
事
業
所
等
に

働
き
か
け
、
家
族
の
方
が

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る

施
策
を
推
進
す
る
。

消
防
団
員
確
保
の
た
め
、市
民
税
、保
育
料
、

給
食
費
な
ど
で
支
援
す
る
考
え
は
？

冨
　
田
　
　
　
潤

【
問
】
学
校
と
家
庭
の
情

報
共
有
方
法
は
。

【
答
】
学
校
の
取
り
組
み

の
様
子
は
、
学
校
で
作
成

す
る
各
種
の
お
便
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信

し
、
個
人
的
な
事
柄
は
、

連
絡
帳
や
生
活
ノ
ー
ト
、

電
話
連
絡
、
家
庭
訪
問
な

ど
で
共
有
し
て
い
る
。

【
問
】
い
じ
め
防
止
の
た

め
に
努
力
し
て
い
る
点
は
。

【
答
】
教
職
員
全
体
で
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
児
童
、

生
徒
の
様
子
が
把
握
で
き

る
よ
う
研
修
を
積
ん
で
い

る
。
家
庭
や
校
外
に
お
い

て
子
ど
も
の
様
子
が
お
か

し
い
と
感
じ
た
ら
連
絡
を

お
願
い
し
て
い
る
。

【
問
】
小
、
中
学
校
に
お

け
る
心
理
テ
ス
ト
の
活
用

と
そ
の
効
果
は
。

【
答
】
ク
レ
ペ
リ
ン
検
査

は
、
個
性
を
知
り
、
学
校

生
活
に
お
け
る
適
材
適
所

に
、
Ｑ
―
Ｕ
検
査
は
、
集

団
の
様
子
を
分
析
し
、
満

足
す
る
集
団
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
る
。
個
々
へ
の

対
応
、
安
心
で
き
る
ク
ラ

ス
づ
く
り
に
効
果
的
で
、

学
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

【
問
】
学
校
で
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
の
取
り
組

み
内
容
は
。

【
答
】
保
健
の
授
業
で
予

防
法
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
る
。
ま
た
、
保
健
だ
よ

り
な
ど
で
予
防
を
呼
び
か

け
、
流
行
期
に
は
、
う
が

い
や
手
洗
い
の
励
行
、
教

室
の
換
気
、
必
要
な
児
童
、

生
徒
へ
マ
ス
ク
着
用
の
指

導
な
ど
を
し
て
い
る
。

【
問
】
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の

助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
任
意
接
種
で
あ
る

た
め
助
成
し
て
い
な
い
。

今
後
、
県
内
各
市
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

【
問
】
任
意
接
種
で
あ
る

Ｂ
型
肝
炎
、
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
、
お
た
ふ
く
風
邪
の
予

防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

【
答
】
Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い

て
は
、
予
防
接
種
法
の
改

正
に
伴
い
定
期
接
種
と
し

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
お
た
ふ

く
風
邪
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
で
助
成
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。

学
校
と
家
庭
の
情
報
共
有
方
法
は
？

神
　
谷
　
謙
太
郎

子
ど
も
の
予
防
接
種
へ
の

助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
？

浦
　
野
　
隼
　
次

⑦クレペリン検査
　性格検査、職業適性検査の一種。一桁の足し算を行い、その
作業量から現れた曲線からその人の性格や適性を見るもの。

⑧Ｑ―Ｕ検査
　楽しい学校生活を送るためのア
ンケートの通称で、子どもたちの
学校生活に対する満足度と意欲を
調べる検査のこと。日本語の「級
友」にかけている。

⑨任意接種、⑩定期接種
　任意接種は、予防接種法に基づかない予
防接種。基本的には全額自己負担。
　定期接種は、予防接種法に基づいて行わ
れる予防接種。対象予防接種の種類、接種
年齢も決まっており、自己負担も少ない。

⑦

⑨

⑩

⑪

⑫

⑧
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【
問
】
測
量
が
必
要
な
ど

大
き
な
手
間
を
要
す
る
見

積
も
り
を
業
者
に
依
頼
す

る
際
の
取
り
扱
い
は
。

【
答
】
見
積
も
り
は
無
償

で
あ
り
、
測
量
な
ど
詳
細

調
査
を
要
求
す
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
詳
細
な
測

量
や
設
計
が
必
要
な
場
合

は
別
途
業
務
委
託
と
す
る

な
ど
、
対
応
を
考
慮
す
る
。

【
問
】
受
注
可
能
金
額
に

制
限
の
あ
る
工
事
業
者
の

金
額
引
き
上
げ
の
考
え
は
。

【
答
】
工
事
品
質
の
低
下
、

工
期
内
に
完
了
で
き
な
い

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
適

切
な
受
注
機
会
の
確
保
に

向
け
て
、
入
札
等
審
査
委

員
会
で
の
検
討
を
予
定
。

【
問
】
26
年
度
の
４
半
期

ご
と
の
工
事
完
了
件
数
の

状
況
は
。 

【
答
】
第
１
四
半
期
が
１

件
。
第
２
四
半
期
が
18
件
。

第
３
四
半
期
が
53
件
。
第

４
四
半
期
が

171
件
。 

【
問
】
年
度
末
に
集
中
す

る
工
事
の
平
準
化
は
。

【
答
】
国
、
県
へ
の
交
付

申
請
の
承
認
も
早
く
な
っ

た
の
で
、
早
期
発
注
を
念

頭
に
平
準
化
に
努
め
る
。

【
問
】
小
、
中
学
校
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
、
現
計
画
の
31
年
度
よ

り
早
く
完
了
で
き
な
い
か
。

【
答
】
早
期
完
成
に
努
め

る
が
、
各
小
、
中
学
校
に

お
け
る
施
工
可
能
日
数
、

市
内
業
者
へ
の
発
注
を
原

則
と
し
た
場
合
の
受
注
能

力
、
財
源
確
保
な
ど
を
勘

案
す
る
と
、
31
年
度
ま
で

の
４
年
間
が
必
要
と
な
る
。

【
問
】
国
史
跡
指
定
へ
と

答
申
さ
れ
た
馬
越
長
火
塚

古
墳
と
隣
接
す
る
三
上
町

の
古
墳
群
に
お
い
て
、
豊

橋
市
と
連
携
し
て
史
跡
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
考
え
は
。

【
答
】
豊
橋
市
の
具
体
的

な
保
存
活
用
計
画
は
未
定

で
あ
る
が
、
連
携
を
密
に

し
、
対
応
す
る
。

【
問
】
中
学
３
年
生
男
子

生
徒
へ
の
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
の
案
内
配
布

を
や
め
る
考
え
は
。

【
答
】
進
路
を
決
定
す
る

た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
り
、
学
校
に
届
い
た
進

路
情
報
を
選
別
す
る
こ
と

は
難
し
い
た
め
、
全
て
生

徒
に
情
報
提
供
す
る
。

【
問
】
拉
致
問
題
へ
の
市

の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
に
、
市
役

所
や
支
所
へ
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
を
行
い
、
市
民
に

周
知
し
て
い
る
。
市
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
協
力
す

る
考
え
で
あ
る
。

 

【
問
】 

ア
ニ
メ「
め
ぐ
み
」

の
学
校
で
の
活
用
は
。

【
答
】
今
後
、
人
権
教
育

の
場
面
で
の
活
用
、
学
校

図
書
館
で
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸

し
出
し
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
充
実
へ
の
考
え
は
。

【
答
】
よ
り
気
軽
に
、
よ

り
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
、
相
談
、
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
。

【
問
】
保
育
料
滞
納
者
へ

の
個
別
対
応
は
。

【
答
】
納
付
相
談
を
行
い
、

計
画
を
立
て
、
分
納
等
の

対
応
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
手
当
受
給
者
か
ら
の

同
意
を
得
て
、
天
引
き
徴

収
を
実
施
し
て
い
る
。
長

期
的
に
は
差
し
押
さ
え
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

小
、
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

早
期
完
了
へ
の
考
え
は
？

安
　
間
　
寛
　
子

拉
致
問
題
へ
の
市
の
取
り
組
み
は
？

八
　
木
　
月
　
子

公
共
工
事
の
発
注
は
適
切
か
？

倉
　
橋
　
英
　
樹

General question一般質問

⑭アニメ「めぐみ」
　北朝鮮による日本人拉致問題啓発
のドキュメンタリー・アニメ。横田
めぐみさんの拉致事件を題材として
いる。市内の各小、中学校に配布さ
れている。

⑬馬越長火塚古墳（まごしながひづかこふん）
　豊橋市石巻本町にある史跡。27年11
月に、国史跡指定への答申がされた。

⑪常備消防、⑫非常備消防
　常備消防は消防本部及び消防署のこ
と。専任の職員が勤務。
　非常備消防は消防団のこと。他に本
業を持つ非常勤特別職の地方公務員。

⑬

⑭

ここに掲載した代表・
一般質問の内容は抜粋
したものですので、詳
しくはホームページで
公開するインターネッ
ト議会中継（録画）ま
たは会議録をご覧くだ
さい。
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教
育
委
員
会
自
ら
の
自
己
点
検
及
び
学
識

経
験
者
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
私
た
ち
の
学
び
舎
の
歴
史

展
に
向
け
た
事
業
展
開
は
。

【
答
】
地
域
や
学
校
に
愛
着
を
持

つ
、
仲
間
や
地
域
を
大
切
に
す
る

心
の
育
成
が
ね
ら
い
。
教
員
、児
童
、

生
徒
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
地
域

の
方
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
と
な
っ

て
い
る
。

【
問
】
伝
統
行
事
の
継
承
は
。

【
答
】
公
開
の
機
会
の
提
供
、
金

銭
的
な
補
助
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
文
化
財
の
視
点
だ
け
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
観
光
と

い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
つ
な

が
り
を
持
つ
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

第
６
次
総
合
計
画
（
案
）
を
基
本
と
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
よ
さ
を
実
感
で
き
、

活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
駅
周
辺
に
居
住
な
ど
を
集

約
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
で
は
、
中
心
部
と
そ
の

周
辺
地
区
で
相
反
す
る
施
策
と
な

ら
な
い
か
。

【
答
】
駅
周
辺
へ
の
集
約
化
は
主

に
市
外
か
ら
の
転
入
者
を
想
定
し

て
お
り
、
現
在
住
ん
で
い
る
方
を

集
約
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在

住
ん
で
い
る
方
に
対
し
て
は
、
交

通
手
段
な
ど
の
検
討
を
し
な
が
ら
、

駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
。

【
問
】
豊
川
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
地
産
地
消
の
推
進
に
関
す

る
具
体
的
な
予
定
は
。

【
答
】
ま
だ
具
体
的
な
事
業
の
予

定
は
な
い
が
、
今
後
、
こ
の
方
針

で
事
業
選
択
を
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
の
基
本
的
事
項
を
定
め

た
計
画
（
23
年
度
～
32
年
度
）
の
見
直
し
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
ご
み
減
量
目
標
値
を
こ
れ

ま
で
の
１
人
１
日
１
千
㌘
か
ら
980

㌘
と
し
た
根
拠
は
。

【
答
】
ご
み
の
減
量
は
計
画
以
上

に
進
ん
で
い
る
が
、
古
紙
や
ビ
ン

な
ど
資
源
発
生
量
減
少
も
理
由
の

一
つ
。
こ
れ
ま
で
の
計
画
値
か
ら

こ
の
減
少
分
20
㌘
を
削
減
す
る
も

の
と
し
た
。

【
問
】
ご
み
減
量
対
策
と
し
て
重

要
視
す
る
も
の
は
何
か
。

【
答
】
最
も
多
い
生
ご
み
の
減
量

が
必
要
。
発
生
抑
制
に
向
け
て
市

民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
。

【
問
】
独
居
の
高
齢
者
な
ど
、
現

行
制
度
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
排
出
が

困
難
な
者
へ
の
対
策
は
。

【
答
】
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方

に
対
し
、
玄
関
先
ま
で
回
収
に
伺

う
制
度
を
考
え
て
い
る
。

市
民
文
教
委
員
会
　
10
月
28
日

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会
　
11
月
12
日

福
祉
環
境
委
員
会
　
12
月
10
日

26
年
度
教
育
委
員
会
事
務
の

点
検
・
評
価
報
告
書

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

豊
川
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
の
見
直
し

教 育 委 員 会 の 成 績 は？

定住促進！交流人口増加！活気あるまちを目指して

ごみの減量、ごみ出し利便性の向上を
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県
が
作
成
す
る
全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構

想
の
も
と
と
な
る
本
市
の
汚
水
適
正
処
理
構

想
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
37
年
度
末
ま
で
に
、
下
水
、

農
業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化
槽
を

含
め
た
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

95
％
達
成
の
目
途
は
。

【
答
】
従
来
ど
お
り
の
整
備
費
が

確
保
で
き
れ
ば
達
成
で
き
る
見
込

み
。
交
付
金
に
関
し
て
国
や
県
に

対
し
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、

低
コ
ス
ト
技
術
の
導
入
等
で
コ
ス

ト
縮
減
に
努
め
る
。

【
問
】
下
水
道
事
業
を
進
め
る
た

め
人
口
当
た
り
事
業
費
を
採
用
し

て
い
る
が
、
安
価
な
地
域
が
優
先

さ
れ
る
理
由
は
。

【
答
】
こ
れ
は
１
人
当
た
り
に
係

る
下
水
道
の
整
備
費
を
示
す
も
の

で
、
人
口
密
度
が
多
い
地
区
の
方

が
人
口
当
た
り
事
業
費
が
安
く
な

り
、
費
用
対
効
果
も
高
く
、
普
及

率
が
促
進
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

産
業
建
設
委
員
会
　
12
月
11
日

豊
川
市
汚
水
適
正
処
理
構
想（
案
）

委員会などの
開催状況

11月

11月

12月

12日

12日

10日

総務委員会

　平成28年度組織機構改革

政策課題調査特別委員会

　東三河広域連合

福祉環境委員会

　第3次豊川市障害者福祉計画（案）

募 集 枠

募集期間

応募方法

　

2枠（年4回発行　1枠：年80,000円）

平成28年3月1日（火）～31日（木）

豊川市ホームページの「市議会ホーム

ページ」に応募方法を掲載します。申

込書等をダウンロードし、必要事項を

ご記入いただき、議会事務局へご持参

ください。また、議会事務局でも申込

書等を配布します。

その他に開催された委員会

議会だよりの有料広告を募集します！議会だよりの有料広告を募集します！

目標！汚水処理人口普及率 95%！

⑮

⑮全県域汚水適正処理構想
　様々な汚水処理施設を将来に渡ってどのように整備することが
最適なのか、市町村が作成した構想を県が取りまとめたもの。
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　　委員会などの
開催状況

陳　情

陳情第9号
　～第12号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情

　　　　　　　　　　　　　　　　  愛知自治体キャラバン実行委員会　代表　森谷光夫

　結　果　　陳情第９号から陳情第11号は、常任委員会において不採択と決定。
　　　　　　   陳情第12号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

陳情第13号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める陳情

陳情第14号 愛知県看護職員15万人体制などの実現を求める陳情

陳情第15号 「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情

　　　　　　　　　　　 愛知県医療介護福祉労働組合連合会　執行委員長　西野ルミ子

　結　果　　陳情第13号から陳情第15号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

陳情第16号 国に対して「子ども・子育て支援新制度に対する意見書」の提出を求める陳情

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　愛知保育団体連絡協議会　会長　伊藤洋子 

　結　果　　陳情第16号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

陳情第17号 豊川西部土地区画整理事業地内公園整備計画の早期完成を求める陳情

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　陳情者代表　菊地千恵子

　結　果　　陳情第17号は、産業建設委員会において不採択と決定。

陳情第18号 第２子以降の「育休退園」制度の緩和・撤廃を求める陳情

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原遼太郎

　結　果　　陳情第18号は、福祉環境委員会において不採択と決定。

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」としています。
※　「聞きおく」とされた陳情は、全議員にその写しを配布し、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断した場合は、定
　　例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。
　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

新議員研修会

市民病院免震構造見学の様子

　11月10日に、４回目となる新人議員対象の研
修会を開催しました。
　今回の研修は、平成25年５月に移転開院をしま
した市民病院で行い、病院事業管理者からのあい
さつの後、施設の概要や経営状況について説明を
受けました。
　その後、救急センター、外来の総合受付を始め
バースセンターなどの病棟施設や、地震の揺れの
軽減効果が高いと言われる免震構造などを見学し
ました。　　　　　　　　　　　　　　
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福
祉
環
境
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

10月14日

10月15日

前橋市会議室にて

　前橋市では、介護予防事業としてさまざまな事
業を行っています。オリジナルの介護予防体操
「ピンシャン！元気体操」は広く市民に周知さ
れ、多くの会場で取り組まれています。また、
「介護予防活動ポイント制度」は、高齢者の社会
参加・地域貢献や自身の介護予防・健康増進につ
ながっています。その制度や取り組み内容は、大
変参考になりました。

新潟県上越市　再生可能エネルギー

群馬県前橋市　介護予防事業

流山市議会議場にて

10月19日

10月20日

　流山市は、全国市区議会の議会改革度ランキン
グ調査で１位となった実績があり、また、ＩＣＴ
においても、議場でのプロジェクターとスクリー
ンの活用や委員会のインターネット中継などに取
り組んでいます。さらに、タブレッット端末によ
る電子採決も導入しており、議会情報の見える化
において大変参考になりました。

神奈川県横須賀市　

千葉県流山市　議会のICTの推進

行 政 視 察 報 告

予算決算常任委員会

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませんか。
　保育園や小中学校の行事や市内でのイベントなど、市内で撮影
された写真（未発表のものに限ります）を広く募集しています。
　なお、お寄せいただいた写真は、表紙以外の箇所に掲載させて
いただくことがあります。
　また、撮影された本人または対象物の所有者の承諾が得られて
いるものに限ります。
【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影日時、住所、氏名、電話番号を明記の上、議会
事務局までお送りください。

インターネットでは 豊川市議会 検索
お問い合わせは、豊川市議会事務局（電話０５３３－８９－２１５０）まで。　

議会だよより 表紙に写真より 真を掲載に写真 載してみませんか載し み んか

議会だよりの
表紙に写真を掲載
してみませんか?
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第6次総合計
画基本構想

を可決！

 代表、一般質
問で17人が市

政を問う！

  委員会行政
視察報告！

  
　 

……ｐ2   
…ｐ6

………………
ｐ15●

●

●
表紙写真／春の彩（西古瀬川（八幡町））

加藤甲子雄（東曙町）
平成27年3月15日撮影

表紙写真を一般募集しています。詳しくは議会事務局まで。

広 告

２月２５日（木）
３月   １日（火）
３月   ２日（水）
３月   ３日（木）
３月   ７日（月）
３月   ９日（水）

開会・議案説明 １３時３０分
代表・一般質問 １０時
一 般 質問 １０時
一 般 質問 １０時
議案付託・一部採決 １３時３０分
常任委員会   １０時

３月１０日（木）
３月１４日（月）
３月１５日（火）
３月１６日（水）
３月１７日（木）
３月２２日（火）

常任委員会   １０時
予算特別委員会  １０時
予算特別委員会  １０時
予算特別委員会  １０時
予算特別委員会  １０時
討論・採決・閉会 １３時３０分

◆会期日程予定

編
集
後
記

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

豊川市議会だより　発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます。　

次回の定例市議会（平成２８年第１回定例会）

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

○インターネットで本会議の様子をライブ（生中継）、録画で配信します。
　　　　　　　　　豊川市ホームページ内の「市議会ホームページ」をご覧ください。
○会期中は本庁舎１階ロビーで、テレビモニターへの中継放送を行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　   議場での傍聴もできます。ぜひお越しください。

　市議会本会議や委員会は、一般の方でも傍聴
することができます。会議の開催日を事前にご確
認のうえ、市役所本庁舎３階にある本会議場ま
たは委員会室へ、ぜひ足をお運びください。

市議会は傍聴できます！
　

12
月
定
例
会
で
は
、
市

長
が
新
た
な
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
を
目
指
す
と
表
明
。

議
会
は
対
応
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
多
様
な
民
意
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
今
後
も
議
会

だ
よ
り
を
充
実
さ
せ
、
市

民
の
皆
様
に
と
っ
て
理
解

し
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

  

編
集
委
員
長　

中
川
雅
之

住宅ローン、各種ローンのご相談・年金相談・資産活用等のご相談

かわしん本店　休日相談プラザ
営業日／土曜・日曜・祝日　AM10:00～PM5:00

八南支店　日曜相談プラザ
営業日／日曜日  AM10:00～PM5:00

詳しくは窓口または休日相談プラザ予約窓口へ
(お問い合わせ先 )　０１２０－１８－９８０８

豊かなくらしのお手伝い

豊川市議会 検索


